
薬剤師にとってあまり明るいニュースがない昨今、不安に感じてい

る人も多いのではないでしょうか。

知り合いの建築会社の社長さんから、こんな話を聞きました。現場

の最終チェックに社員が行けなくなったため、ご自身が伺って屋根の

上に登ったところ、落下して足を骨折し、入院したそうです。そのと

きは「俺はなんては不運なんだ」と嘆いたそうですが、「でも、仕方が

ないよね」と達観している様子でした。チェックに行けなかった社員

を恨むこともなく、腹をくくっている姿勢は素晴らしいと思いました。

しかし、事態は思わぬ方向に。入院中、社長さんの皮膚を気にし

た医師が診察したところ、なんと皮膚がんが見付かったのです。後

にがんセンターで診てもらうと、さらに初期のすい臓がんまで発見

されました。急展開となりましたが、今では骨折はもちろん、皮膚が

んもすい臓がんも治り、「俺はなんて幸運なんだ」と元気にされてい

ます。

人生、上手くいかない時は良くないことが続くように思います。そ

んな中でも、悲観せず耐えることで最後は上手くいく。全ての出来

事には意味がある―。現在、薬剤師が置かれている状況もきっと

変わります。つらい状況から学ぶこと、工夫できることを見付けて、

上手くいく時が訪れるまで頑張りましょう。
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